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本日のプログラム

●会長の時間　志村 浩男 会長
● 志村年度最終例会

本日は志村年度最終の例会です。例会会長挨拶で 1年間を
振り返ってみました。以下引用です。
令和 5年 7月 5日会長初日挨拶
今年度の目標を「甲府北ロータリーを世界平和実現の起点
にしよう」と決めました。家庭平和も実現できないくせに
無責任に何をほざくかと言われそうですが甲府北ロータ
リーに所属し今年度会長になりながら男としてロシアウク
ライナ戦争に無関心ではいられません。なぜなら親も子も
ある我々と同じ気持ちのロシアのロータリアンと直に話が
できる可能性がロータリーにはあるはずだからです。と、

沸々と思いが沸き上がりやむに已まれない気持ちになり途方もない計画にチャレンジすることとなりました。
どうか皆様あきらめてください。今日のこの一言からきっと世界が変わると確信しております。長いようで短
い 1年となります。皆さん、私と一緒に冒険の旅に出ましょう！よろしくお願いいたします。
令和 5年 7月 12 日
さて本日はロータリーの友 7月号のゴードンRI 会長の記事について感想を述べたいと思います。会長は
「ETHOS　INTO　ACTION」と標榜されています。記事では倫理観を実践すると訳されていますが辞書など
で調べると倫理観ではなく民族精神と訳されています。ゴードンさんは 500 人足らずの村で生まれ育ち、ロー
タリーに触れる機会を得てロータリアンとなって次のように述べています。「当初私はロータリークラブの存
在をこの町で友人を作り地域社会に恩恵をもたらす活動ができる素晴らしい手段だと考えていました。しかし
地域社会だけにとどまらずロータリーの活動が世界中で行われていると知ったとき私は心をうばわれました。」
「ロータリーは人々を支援できる素晴らしい手段です。またロータリーのおかげで世界中に友人ができ、この
世界をよりよく理解できるようになりました。人として成長することもできて、そのすべてが私にとってはロー
タリーの魅力となっていて、それを他の人々とも分かち合いたいと思うのです。」と彼は言います。
ゴードンさんのETHOSは生まれ育った町に根を持つ民族精神だと思います。我々日本人はもとより世界中の
国々、地域がそれぞれにもつ共通価値観、民族精神ETHOSを持っています。それらは全て違ってはいますが
根本においては分かり合えるものだと思います。何よりも借り物ではなく風土や歴史に根づく嘘偽りのない真
心だと思うからです。ゴードンさんのETHOSはスコットランドの厳しい自然の中で育まれたスコットランド
人に共有される特有の民族精神であると思います。世界標準の倫理観などないのだと思います。だからこそ正
に「ETHOS　INTO　ACTION」に基づきロシアのロータリアンとウクライナ戦争を終わらせる為、互いの
ETHOSを尊重しながら和平について語り合う場を作り上げたいと切に思いました。
又ゴードンさんは次のようにも述べています「一人一人が心の平安を築くことで世界に平和をもたらすことが
できるようになります。ロータリーの本質は平和を築くこと。私たちの奉仕プロジェクトの多くは積極的平和
のための土壌づくりです。」

令和 6年６月 19日
ロシアがウクライナに侵攻した直接の原因はウクライナ東部のロシア語を日常語とするロシアの同胞が西側か
らの様々な攻撃を受け大規模な虐殺を受けていたのを助けるためでした。
西側の価値観は目先の損得で世界中は動いていて、得を捨て敢えて損を選択する国家の選択はないと信じてい
ます。戦争が長引いてもロシアは核を使用せず西側に屈服し妥協すると思い込んでいます。ところがプーチン
は西側世界を敵に回したとしても同胞を見捨てるロシアではなく同胞を救う誇りあるロシアでありたいと願う
かもしれず、核戦争に発展する可能性は否定できません。非常に危険な状態に今世界はあると思います。
両者の価値観の大きな違いを明確にして言語、国籍、政治経済体制を超えて殺し合いではなく平和を求める普
通の市民の言葉を世界に発する役目がロータリーにそして原爆犠牲国日本にはあると強く思います。
と振り返ってきたところで急に日本国憲法を思い浮かべました。
日本国憲法　前文抜粋
日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであって、平和を
愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持
し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めている国際社会において、名誉ある地位を占
めたいと思う。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有す
ることを確認する。
この憲法がGHQ、ウオーギルト　インフォーメーション　プログラムにより作られたとしても強く私の心に
刺さります。この憲法を全世界の人々に知ってもらいたいと思ったのです。現在の戦争の主原因はお金です、
また主目的もお金です。お金を取り上げれば戦争は継続できません。言い換えれば人間が作り上げたお金によ
りお金を持たない民衆が殺し合いをさせられていると言っても過言ではないかもしれません。まさか会長とし
てのこの 1年間の経験が日本国憲法に行き着くとは思ってもいませんでした。皆様 1年間ありがとうございま
した。深沢成彦さん春樹さんありがとうございました。



●2646 回例会（6/19）
● 次年度方針説明 zoom例会（深沢成彦会長エレクト）

●他クラブの例会変更
１、甲府東RC　６月 28 日（金）　特別休会
２、甲府南RC　７月 16 日（火） 　休会　（祝日が含まれる週）
　　　　　　　　７月 30 日（火）　特別休会
３、甲府西RC　７月 18 日（木）→　7月 11 日（木）第 3木曜日と第２木曜日の例会を交替
　　　　　　　　７月 11 日（木）通常例会 
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